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Ｓ波用地震感知器 取扱説明書
ＭＯＤＥＬ：Ｓ
内外ゴム株式会社 兵庫県明石市魚住町西岡２０５０番地〒６７４－００８４

TEL:078-944-0716 ㈹ FAX078-944-0734

○地震感知器をお買い上げいただき誠に有り難う御座います。
○この取扱説明書には本製品を正しくご使用いただくための必要事項が記載されています。
○本製品をご使用される方および本製品を使用した装置の設計、保守などを担当される方は、

必ずお読みください。
○この取扱説明書は、取り付け、保守、トラブル時などの際に必要になります。お買い上げの製

品とこの取扱説明書の仕様をご確認の上、大切に保管してください。

表現上のお約束』『

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負ったり、重大な事故につ
ながる恐れのある場合です。

ご使用の際、注意していただきたい事項です。場合によっては、使用者が軽傷を
負うか、または物的損害のみの発生が想定されます。

ご使用の際、参考にしていただきたい事項です。

お願い』『

○この取扱説明書の全部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。
○この取扱説明書の内容を将来お断りなく変更する場合もありますのでご了承下さい。
○この取扱説明書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点がありましたら、

弊社までお申し出ください。

『安全にご使用いただくために』

ご使用の際、必ず守っていただきたい注意です。

○結線は感電の恐れがありますので、装置の電源を切った状態で行ってくださ
い。
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○次のような場所へ設置しないでください。誤作動や爆発の原因になります。
☆傾斜の大きい所
☆振動のある所、扉の開閉などによる衝撃を受ける所
☆高温や多湿、水滴のかかる所
☆粉塵や腐食性ガスの発生する所
☆可燃性、爆発性ガスのある所

○取付は、しっかりした壁または柱及び床に固定してください。
※取付方向は機器ラベルに従ってください。

○本製品に乗ったり、乱暴な力をかけないでください。
○カバーは絶対に外さないでください。
○本製品の特性上、設置場所の地盤、構造物の状態などにより、一般の地震情

報と異なる状況下にある場合及び地震の特性により、作動しない場合があり
ます。

使用上の制限について』『

○本製品は、一般機器での使用を前提に開発、設計、製造されております。特に下記のような安
全性が必要な用途に使用する場合は、安全設計、冗長設計、定期点検の実施などシステム、
機器全体の安全を十分配慮していただいたうえで、ご使用ください。
☆人体保護を目的とした安全装置
☆輸送機器の直接制御（走行停止など）
☆航空機、宇宙機器、原子力制御機器など

○本製品は、医療機器など直接人命に関わる用途には、ご使用にならないでください。

１．概要

本製品は、設定加速度（ｇａｌ）以上の地震動（Ｓ波）を感知すると自動的に作動し電気回路をＯＦＦ
またはＯＮするもので、エレベーター・一般機器・業務用設備などの制御回路と組み合わせて地
震時自動的に作動させ、機器の運転停止・警報などの制御をする装置です。

２．動作原理

本製品は加速度センサ部に静電容量方式を採用し、この他マイクロプロセッサ部・出力部・電源
部・表示部・操作スイッチ部にて構成されます。加速度センサから送られた信号はマイクロプロセ
ッサに取り込まれ、地震周波数帯域に制限するフィルタを経由し、予め設定された検知レベルと
の比較を行い、リレー接点を駆動します。

３．取付方法

３－１ 取り付け場所の壁や柱および床などに、鉛直線を引き、この線を基準にして取付穴の位
置を決めてください。

３－２ 取り付けには４本のＭ８ネジと平座金を使用し、１５ｋｇ－ｃｍ～２０ｋｇ－ｃｍのトルクで取
り付けてください。

３－３ 取り付け場所では、静電気・ノイズ等に配慮ください。

○本製品の取り付け角度が地面に対して６゜以内になる様にしてください。
誤作動の原因になりますので注意してください。

４．結線方式

○配線は電気設備取付基準に準拠してください。
○アース端子は接地してください。
○端子ネジは本器のもの以外は、使用しないでください。
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○一般仕様
４－１ フタについているネジをゆるめ、フタを外してください。
４－２ 結線はフタの切り込みに入る様にまとめてください。
４－３ 蓄電池搭載機種はコネクターを接続してください。※接続時点より運転開始します。
４－４ 結線後フタを取り付けてください。

※供給電源はＤＣ仕様の場合Ｖ＋，Ｖ－となります。
※遠隔操作有電圧（ワンショット２秒以上の入力を入れてください）
○供給電源は製品銘板を確認してください。
○電池接続時は充分充電されていませんので、ご注意ください。
停電時電池駆動時間は約３０分程度です。

５．使用方法

○通常運転
５－１ 配線、供給電源仕様が間違いないことを確認してください。
５－２ 電源を供給してください。

○手動操作による作動試験（遠隔も同様）
５－３ 製品側面にある［動作確認］スイッチを２秒以上連続して前回操作より２秒以上空けて操

作してください。
１回目：特低のみ作動 ２回目：特低・低のみ作動 ３回目：全出力が作動
４回目以降：操作を行っても３回目操作時の状態を保ちます。
また、前回操作より５分以上間隔が空いた場合は自動的に計測状態に戻ります。
その後は再度作動試験が可能です。（その際一度ﾘｾｯﾄ操作を行ってください）

○手動操作による復帰（遠隔も一部を除いて同様）
５－４ 製品側面にある［リセット］スイッチを押すと作動している出力全てが復帰します。

遠隔による復帰操作時は［特低］又は［特定］＋［低］の復帰が可能です。
ＶＬ ＶＬ ＋ Ｌ

※端子台上部スイッチにて切替。
◎故障表示

制御に異常が発生した場合は、故障ランプが点灯します。この場合は、電源を
入れ直して再度確認してください。それでもランプが消灯しない場合は弊社ま
でお申し出ください。

※故障時［特低］作動機能搭載機種は、故障時に［特低］が作動します。

６．保守点検
○機器や設備の定期点検と併せ、Ｐ３，５－３の作動確認を行ってください。
○蓄電池搭載機種は５年毎に新品と交換してください。 ※専用電池使用
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７．仕様

品名 ：Ｓ波用地震感知器
型式 ：Ｓ
作動方式 ：静電容量電子式
構造

（１） 外形寸法 ：１５０（Ｗ）×２００（Ｈ）×６０（Ｄ）㎜
（２） 重量 ：約０．８ｋｇ
（３） カバー色 ：白色
（４） 取付 ：屋内設置、堅固な柱または壁面及び床面取付
（５） 取付ネジ ：Ｍ８ー４個、 ピッチ１３０（Ｗ）×１３０（Ｈ）
（６） 電気配線接続端子 ：１４Ｐ－Ｍ３．５
（７） 電気配線接続口径 ：１８φ

機能
（１） 検出方向 ：水平全方向
（２） 動作表示 ：ＬＥＤ
（３） リセット方法 ：本体スイッチで「特低」「低」「高」のリセット

遠隔操作では、「特低」又は「特低＋低」のリセット「高」のリセットは不可
（有電圧入力・供給電源電圧と同一）

（４） 作動点検：本体スイッチ及び遠隔操作（有電圧入力・供給電源電圧と同一）
（５） 停電保持：内蔵電池により停電時にも対応（オプション機能）

振動特性
（１） 設定加速度：１０ｇａｌ～２５０ｇａｌの範囲で任意の３段階
（２） 周波数特性：１Ｈｚ～５Ｈｚの範囲でフラット特性、５Ｈｚを超える範囲では、感度は下降特

性
電気特性

（１）供給電源 ：ＡＣ１００V、ＤＣ２４Ｖ
（２）検出接点 ：１ａ×３（キープリレー接点）
（３）接点容量 ：ＤＣ１１０Ｖ ０．３Ａ／ＡＣ１２５Ｖ ０．５Ａ
（４）接点材質 ：金合金
（５）絶縁抵抗 ：ＤＣ５００Ｖ １００ＭΩ以上
（６）絶縁耐力 ：ＡＣ１０００Ｖ １分間

周囲温度 ：－１０℃～＋５０℃（仕様温度外、高湿、腐食性ガス環境での使用を除く）


